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じ
め
に

　

平
成
二
六
年
の
会
社
法
改
正
（
以
下
で
は
平
成
二
六
年
改
正
と
い
う
））

1
（

に
よ
っ
て
、株
主
総
会
決
議
を
経
ず
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
（
支

配
株
主
が
、
少
数
株
主
の
有
す
る
株
式
の
全
部
を
、
少
数
株
主
の
個
別
の
承
諾
を
得
る
こ
と
な
く
、
金
銭
を
対
価
と
し
て
取
得
す
る
こ
と
）

を
行
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
制
度
と
し
て）

2
（

、
特
別
支
配
株
主
の
株
式
等
売
渡
請
求
の
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
本
稿
は
、
同
制
度
に
関
す
る
解

釈
論
上
の
問
題
点
の
い
く
つ
か
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、そ
の
よ
う
な
解
釈
論
上
の
問
題
点
に
関
す
る
著
者
の
見
解
の
基
礎
に
は
、

同
制
度
の
創
設
に
至
る
わ
が
国
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
を
め
ぐ
る
法
制
の
整
備
に
関
す
る
著
者
の
見
方
が
存
在
す
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず

は
、
わ
が
国
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
を
め
ぐ
る
法
制
が
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
き
た
の
か
を
振
り
返
る
。

二
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
と
会
社
法
改
正

１　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
方
法
の
変
遷

　

上
場
会
社
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
は
、
平
成
一
二
年
頃
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
当
時
の
商
法
上
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

ア
ウ
ト
を
正
面
か
ら
目
的
と
す
る
制
度
は
な
く
、
商
法
上
認
め
ら
れ
る
手
続
を
組
み
合
わ
せ
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ･

ア
ウ
ト
が
行
わ
れ
た
。
平
成

一
五
年
三
月
の
段
階
で
、
そ
の
よ
う
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
の
方
法
と
し
て
、
次
の
も
の
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
Ａ
会
社
︹
本
来
の
買
収

者
、
ま
た
は
、
買
収
の
た
め
に
設
立
さ
れ
る
会
社
︺
が
Ｂ
会
社
株
式
に
つ
い
て
公
開
買
付
け
を
行
い
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
Ｂ
会
社
の
議
決
権

の
三
分
の
二
以
上
を
保
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
後
で
、
Ｂ
会
社
の
少
数
株
主
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
す
る
と
し
て
、
次
の
①
②
の
方
法
で

あ
る）

3
（

。
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① 

Ｂ
会
社
が
株
式
移
転
に
よ
っ
て
完
全
親
会
社
Ｃ
を
設
立
し
、
そ
の
後
、
Ｃ
会
社
が
有
す
る
Ｂ
株
式
の
全
部
を
Ａ
会
社
に
譲
渡
し
、
Ｃ

会
社
は
解
散
す
る
方
法

　
　

② 

Ａ
会
社
が
Ｂ
会
社
と
合
併
ま
た
は
株
式
交
換
（
Ａ
会
社
が
存
続
会
社
・
株
式
交
換
完
全
親
会
社
）
を
し
、
そ
の
対
価
で
あ
る
Ａ
会
社

株
式
の
交
付
比
率
と
し
て
、
Ｂ
会
社
の
少
数
株
主
に
は
端
数
し
か
交
付
さ
れ
な
い
よ
う
な
比
率
を
設
定
し
、
金
銭
処
理
を
す
る
方
法

　

ま
た
、
次
の
方
法
も
論
理
的
に
は
あ
り
う
る
が
、
税
負
担
等
か
ら
、
現
実
的
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
た）

4
（

。

　
　

③
Ｂ
会
社
が
Ａ
会
社
に
事
業
の
全
部
を
譲
渡
し
、
解
散
す
る
方
法

　

以
上
の
う
ち
、
②
の
合
併
を
用
い
る
方
法
と
、
③
の
方
法
は
、
平
成
一
一
年
の
商
法
改
正）

5
（

に
よ
っ
て
株
式
交
換
・
株
式
移
転
制
度
が
導
入

さ
れ
る
前
に
も
、
論
理
的
に
は
可
能
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
平
成
一
三
年
の
商
法
改
正）

6
（

に
よ
っ
て
株
式
併
合
が
事
由
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
に

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
後
は
、
次
の
方
法
も
、
論
理
的
に
は
可
能
で
あ
っ
た
。

　
　

④ 

Ｂ
会
社
が
株
式
併
合
を
し
、
そ
の
際
の
比
率
は
、
Ｂ
会
社
の
少
数
株
主
に
は
端
数
し
か
交
付
さ
れ
な
い
よ
う
な
も
の
を
設
定
し
、
金

銭
処
理
を
す
る
方
法

　

平
成
一
五
年
四
月
に
産
業
活
力
再
生
特
別
措
置
法
（
産
活
法
）
が
改
正
さ
れ
た
後
は
、
次
の
方
法
も
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
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た
）
7
（

。

　
　

⑤ 
Ａ
会
社
が
産
活
法
上
の
経
営
資
源
再
活
用
計
画
等
に
つ
い
て
主
務
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
上
で
、
Ｂ
会
社
株
主
に
対
し
て
合
併
ま
た

は
株
式
交
換
の
対
価
と
し
て
金
銭
を
交
付
す
る
こ
と
に
つ
い
て
認
定
を
受
け
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
交
付
金
合
併
な
い
し
株
式
交
換

を
す
る
方
法

　

平
成
一
七
年
の
会
社
法
制
定
に
よ
っ
て
、
組
織
再
編
対
価
が
柔
軟
化
さ
れ
、
ま
た
、
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
次
の
方
法
も
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　

⑥
（
会
社
法
が
許
容
す
る
）
交
付
金
合
併
な
い
し
株
式
交
換

　
　

⑦
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
の
取
得

　

会
社
法
制
定
後
、
当
初
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
の
た
め
に
、
会
社
法
制
定
前
か
ら
可
能
で
あ
っ
た
①
ま
た
は
⑤
の
方
式
が
用
い
ら
れ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
さ
れ
る）

8
（

。
と
こ
ろ
が
、
平
成
一
八
年
度
税
制
改
正
に
よ
っ
て
株
式
交
換
・
株
式
移
転
に
関
す
る
税
制
が
改
め
ら
れ
、

合
併
や
会
社
分
割
等
と
同
様
の
課
税
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
①
⑤
の
方
法
を
用
い
る
場
合
、
対
象
会
社
の
有
す
る
資
産
の
含
み

益
に
時
価
評
価
課
税
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
（
ま
た
、
②
の
方
法
で
も
同
様
に
課
税
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
た
め
）、
そ

れ
以
後
は
、
⑦
の
方
法
が
主
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た）

9
（

。
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２　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
の
問
題
点
の
捉
え
方
の
変
化

　

会
社
法
制
定
以
前
は
、
交
付
金
合
併
等
、
組
織
再
編
の
対
価
と
し
て
金
銭
の
み
を
交
付
す
る
も
の
は
、
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
の
が
通
説

で
あ
っ
た）
₁₀
（

。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
１
に
述
べ
た
②
の
方
法
は
、
そ
の
脱
法
行
為
と
評
価
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
っ
た）
₁₁
（

。

　

平
成
一
一
年
に
株
式
交
換
・
株
式
移
転
制
度
が
導
入
さ
れ
た
直
接
の
目
的
は
、
完
全
親
子
会
社
関
係
の
創
設
を
円
滑
化
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
）
₁₂
（

。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
目
的
の
背
景
に
は
、
企
業
の
国
際
的
な
競
争
の
激
化
の
中
で
、
経
営
の
効
率
化
・
リ
ス
ク
の
分
散
を
図
り
、
国
際

的
な
競
争
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
持
株
会
社
を
含
む
企
業
グ
ル
ー
プ
の
形
成
が
有
益
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ

た）
₁₃
（

。
こ
の
よ
う
に
、
株
式
交
換
・
株
式
移
転
制
度
の
直
接
の
目
的
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
を
容
易
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
、
株
式
交
換
・
株
式
移
転
は
、
多
数
決
に
よ
っ
て
、
反
対
す
る
者
を
拘
束
す
る
形
で
、
あ
る
会
社
の
株
主
の
株
式
を
他
の
会
社

の
株
式
と
交
換
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
制
度
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
、
会
社
法
制
上
、
特
定
の
会
社
の
株
主

で
あ
る
地
位
は
必
ず
し
も
保
証
さ
れ
な
い
こ
と
が
正
面
か
ら
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
へ
の
抵
抗
感
が
和
ら
げ
ら
れ

た
と
さ
れ
る）
₁₄
（

。

　

さ
ら
に
、
平
成
一
五
年
に
改
正
さ
れ
、
組
織
再
編
対
価
の
柔
軟
化
を
認
め
る
商
法
の
特
例
を
定
め
た
産
活
法
は
、
直
接
に
は
、
企
業
の
中

核
的
事
業
の
強
化
・
過
剰
供
給
構
造
の
解
消
・
経
営
資
源
再
活
用
等
の
支
援
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る）
₁₅
（

。
ま
た
、
同
法
に
も
と
づ
い
て
キ

ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
を
行
う
た
め
に
は
、
経
営
資
源
再
活
用
計
画
等
に
つ
い
て
主
務
大
臣
の
認
定
を
受
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
対
価
と
し
て

金
銭
を
交
付
す
る
こ
と
が
、
同
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
業
再
構
築
等
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
必
要
か
つ
適
切
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

主
務
大
臣
の
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
っ
た）
₁₆
（

。

　

平
成
一
七
年
の
会
社
法
制
定
に
伴
う
組
織
再
編
対
価
の
柔
軟
化
は
、国
内
外
か
ら
の
強
い
要
望
を
背
景
に
実
現
し
た
も
の
で
あ
る）
₁₇
（

。
ま
た
、

会
社
法
制
定
前
後
の
学
界
で
の
議
論
の
中
で
、
組
織
再
編
対
価
の
柔
軟
化
を
認
め
る
べ
き
か
ど
う
か
は
、
あ
る
会
社
の
株
式
を
保
有
し
続
け
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る
こ
と
が
、
多
数
決
で
奪
う
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
で
あ
る
と
い
っ
た
説
明
に
よ
っ
て
決
着
の
付
く
問
題
で
は
な
く
、
こ
れ
を
認
め
る
こ
と

に
ど
の
よ
う
な
経
済
的
便
益
と
費
用
が
伴
う
か
と
い
う
こ
と
か
ら
判
断
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
一
般
的
に
な
っ
た）
₁₈
（

。
そ
の

よ
う
な
議
論
の
中
で
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
を
行
う
こ
と
は
会
社
法
制
定
前
か
ら
論
理
的
に
は
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
ア
ウ
ト
が
可
能
に
な
れ
ば
企
業
価
値
を
増
大
さ
せ
る
組
織
再
編
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
大
き
く
な
る
こ
と
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト

の
対
象
に
な
る
少
数
株
主
の
利
益
は
対
価
の
公
正
性
を
確
保
す
る
た
め
の
制
度
の
整
備
を
図
っ
て
対
処
す
れ
ば
よ
い
こ
と
か
ら
、
組
織
再
編

対
価
の
柔
軟
化
自
体
は
許
容
さ
れ
る
と
い
っ
た
説
明
が
さ
れ
た）
₁₉
（

。

　

も
っ
と
も
、
会
社
法
制
定
に
至
る
議
論
の
中
で
は
議
決
権
の
九
割
以
上
を
有
す
る
株
主
に
よ
る
株
式
売
渡
請
求
の
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

も
検
討
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ）
₂₀
（

、
同
制
度
に
つ
い
て
は
意
見
の
隔
た
り
が
大
き
か
っ
た
た
め
、
会
社
法
に
は
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た）
₂₁
（

。
右
に
述

べ
た
学
界
で
の
議
論
も
、
組
織
再
編
対
価
の
柔
軟
化
を
支
持
す
べ
き
根
拠
も
あ
る
と
い
う
形
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
組
織
再
編

の
形
を
取
ら
な
い
も
の
を
含
め
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
が
一
般
的
に
認
め
ら
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い）
₂₂
（

。

　

会
社
法
制
定
の
際
に
導
入
さ
れ
た
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
の
制
度
は
、
そ
の
後
、
１
に
述
べ
た
よ
う
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
の
た

め
の
主
要
な
方
法
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
同
制
度
が
導
入
さ
れ
た
も
と
も
と
の
目
的
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
を
一
般
的
に
可
能
に
す
る

こ
と
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
同
制
度
は
、
一
〇
〇
％
減
資
を
株
主
全
員
の
同
意
を
得
る
こ
と
な
く
行
う

こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た）
₂₃
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
平
成
二
六
年
改
正
以
前
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
に
関
す
る
法
制
の
整
備
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
を
一
般
的
に
可

能
に
す
る
こ
と
・
容
易
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て
い
な
か
っ
た
法
改
正
が
徐
々
に
行
わ
れ
、
ま
た
、
あ
る
法
改
正
が
次
の
法
改
正
の
た

め
の
土
壌
を
用
意
す
る
と
い
う
形
で
進
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
会
社
法
の
制
定
に
よ
っ
て
、
組
織
再
編
対
価
が
柔
軟
化
さ
れ
、

ま
た
、
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
の
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
、
会
社
法
の
ル
ー
ル
上
も
、
少
数
株
主
の
株
式
が
株
主
の
多
数
決
に
よ
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っ
て
金
銭
を
対
価
と
し
て
強
制
的
に
取
得
さ
れ
る
こ
と
が
正
面
か
ら
可
能
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
進
展
に
応
じ
て
、
現
在
で
は
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
ア
ウ
ト
の
問
題
点
は
、
少
数
株
主
が
そ
の
意
思
に
反
し
て
株
式
を
強
制
的
に
取
得
さ
れ
る
こ
と
自
体
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
取
得
価

格
の
設
定
如
何
に
よ
っ
て
少
数
株
主
の
利
益
が
害
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
と
す
る
捉
え
方
が
、
学
界
に
お
い
て
も
一
般
的
に

な
っ
て
い
る
。

３　

特
別
支
配
株
主
の
株
式
等
売
渡
請
求
制
度
の
導
入

　

２
に
述
べ
た
よ
う
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
の
問
題
点
の
捉
え
方
の
変
化
は
、
特
別
支
配
株
主
の
株
式
等
売
渡
請
求
制
度
の
導
入
を
め
ぐ

る
法
制
審
議
会
で
の
議
論
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
に
は
①
長
期
的
視

野
に
立
っ
た
柔
軟
な
経
営
の
実
現
、
②
株
主
総
会
に
関
す
る
手
続
の
省
略
に
よ
る
意
思
決
定
の
迅
速
化
、
③
有
価
証
券
報
告
書
の
提
出
義
務

等
の
法
規
制
を
遵
守
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
や
株
主
管
理
コ
ス
ト
の
削
減
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
出
発
点
と
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
改
正
前
に
可
能
で
あ
っ
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
の
方
法
の
う
ち
実
際
に
用
い
ら
れ
て
い
た
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
の
取
得
に
お

い
て
は
、
常
に
株
主
総
会
の
特
別
決
議
を
要
す
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
時
間
的
・
手
続
的
コ
ス
ト
が
大
き
く
、
ま
た
、
二
段
階
買
収
の
第
二
段

階
と
し
て
行
わ
れ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
で
は
株
主
総
会
の
開
催
の
た
め
に
長
期
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
第
一
段
階
で
行
わ
れ
る
公
開
買

付
け
の
強
圧
性
が
高
ま
る
と
い
っ
た
指
摘
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
株
主
総
会
の
特
別
決
議
を
要
す
る
こ
と
な
く
機
動
的
に
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
ア
ウ
ト
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
特
別
支
配
株
主
の
株
式
等
売
渡
請
求
制
度
を
導
入
す
る
も
の
と
さ
れ
た）
₂₄
（

。

　

特
別
支
配
株
主
の
株
式
等
売
渡
請
求
制
度
に
お
い
て
、
対
象
会
社
の
範
囲
を
公
開
会
社
や
上
場
会
社
と
い
っ
た
も
の
に
限
定
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
も
議
論
さ
れ
た
が
、
非
公
開
会
社
に
お
い
て
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
、
改
正
前
か
ら
可
能

で
あ
っ
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
の
方
法
で
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
が
行
わ
れ
る
会
社
は
公
開
会
社
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
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そ
の
よ
う
な
限
定
は
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た）
₂₅
（

。

　

つ
ま
り
、
平
成
二
六
年
改
正
の
た
め
の
議
論
の
中
で
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
、
会
社
法
上
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

ア
ウ
ト
が
許
容
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
の
前
提
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
を
、
株
主
総
会
決
議
を
不
要
に
す
る
と
い
う
形

で
さ
ら
に
容
易
に
し
よ
う
と
い
う
方
向
で
の
議
論
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
法
制
審
議
会
会
社
法
制
部
会
に
お
い
て
も
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
が
無
限
定
に
認
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
。
特
に
非
公
開
会
社
に
お
い
て
は
、
特
別
支
配
株
主
に
よ
る
株
式
等
売
渡
請
求
制
度
が
濫
用
さ
れ
る
お
そ
れ
も
あ
る
こ
と
が
認

識
さ
れ
、
対
価
の
適
正
さ
を
確
保
す
る
制
度
的
な
措
置
を
十
分
に
講
じ
る
と
と
も
に
、
無
効
原
因
を
広
く
解
す
る
と
い
う
議
論
が
行
わ
れ
て

い
る）
₂₆
（

。
つ
ま
り
、
株
式
等
売
渡
請
求
制
度
は
、
濫
用
の
懸
念
も
認
識
さ
れ
な
が
ら
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
が
適
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確

保
す
る
た
め
の
仕
組
み
が
ビ
ル
ト
・
イ
ン
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
、
導
入
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
株
式
等
売
渡
請
求
に
関
す
る
会
社

法
の
規
定
の
解
釈
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
同
制
度
の
導
入
を
め
ぐ
る
事
情
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

三
　
手
　
　
　
続

１　

会
社
法
が
定
め
る
手
続

　

会
社
法
が
定
め
る
株
式
等
売
渡
請
求
の
手
続
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
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⑴　

株
式
等
売
渡
請
求
の
対
象
会
社
に
対
す
る
通
知

　

特
別
支
配
株
主
は
、
株
式
等
売
渡
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
対
象
会
社
に
対
し
て
、
そ
の
旨
と
一
定
の
事
項
を
通
知
し
、
そ
の
承

認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
会
社
一
七
九
条
の
三
第
一
項
）。

⑵　

承
認

　

取
締
役
会
設
置
会
社
で
は
、
こ
の
承
認
は
、
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
会
社
一
七
九
条
の
三
第
三
項
）。
こ
の
承

認
を
す
る
か
否
か
の
決
定
を
し
た
と
き
は
、
対
象
会
社
は
、
特
別
支
配
株
主
に
対
し
て
、
当
該
決
定
の
内
容
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
同
条
四
項
）。

⑶　

売
渡
株
主
等
に
対
す
る
通
知
・
公
告

　

対
象
会
社
は
、
株
式
等
売
渡
請
求
の
承
認
を
し
た
と
き
は
、
売
渡
株
主
等
と
、
売
渡
株
式
の
登
録
質
権
者
に
、
一
定
の
事
項
を
通
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
（
会
社
一
七
九
条
の
四
第
一
項
、
会
社
則
三
三
条
の
六
）。
こ
の
う
ち
、
売
渡
株
主
に
対
し
て
は
必
ず
通
知
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
者
に
つ
い
て
は
公
告
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
会
社
一
七
九
条
の
四
第
二
項
）。
振
替
株
式
の
場

合
は
、
通
知
す
べ
き
事
項
の
公
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
社
債
株
式
振
替
一
六
一
条
二
項
）。
対
象
会
社
が
以
上
の
通
知
ま
た
は
公
告

を
し
た
と
き
は
、
特
別
支
配
株
主
か
ら
売
渡
株
主
等
に
対
し
、
株
式
等
売
渡
請
求
が
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
（
会
社
一
七
九
条
の
四
第

三
項
）。
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⑷　

事
前
開
示

　

対
象
会
社
は
、
売
渡
株
主
等
へ
の
通
知
の
日
ま
た
は
公
告
の
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
か
ら
、
取
得
日
後
六
个
月
（
対
象
会
社
が
非
公
開
会

社
で
あ
れ
ば
一
年
）
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
一
定
の
事
項
を
記
載
ま
た
は
記
録
し
た
書
面
ま
た
は
電
磁
的
記
録
を
そ
の
本
店
に
備
え
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
会
社
一
七
九
条
の
五
第
一
項
、
会
社
則
三
三
条
の
七
）。
こ
れ
に
つ
い
て
、
売
渡
株
主
等
は
、
閲
覧
等
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
（
会
社
一
七
九
条
の
五
第
二
項
）。

⑸　

売
渡
株
式
等
の
取
得

　

株
式
等
売
渡
請
求
を
し
た
特
別
支
配
株
主
は
、
取
得
日
に
、
売
渡
株
式
等
の
全
部
を
取
得
す
る
（
会
社
一
七
九
条
の
九
第
一
項
）。
譲
渡

制
限
株
式
の
場
合
、
対
象
会
社
が
譲
渡
承
認
を
す
る
旨
の
決
定
を
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
（
同
条
二
項
）。

　

こ
の
よ
う
な
株
式
等
売
渡
請
求
の
効
力
発
生
と
、
対
価
の
支
払
い
状
況
と
は
、
関
係
が
な
い
も
の
と
さ
れ
る）
₂₇
（

。
株
式
売
渡
請
求
の
対
価
は
、

取
得
日
時
点
の
株
主
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る）
₂₈
（

。

⑹　

事
後
開
示

　

対
象
会
社
は
、
取
得
日
後
遅
滞
な
く
、
一
定
の
事
項
を
記
載
ま
た
は
記
録
し
た
書
面
ま
た
は
電
磁
的
記
録
を
作
成
し
、
取
得
日
か
ら
六
个

月
間
（
対
象
会
社
が
非
公
開
会
社
で
あ
れ
ば
一
年
間
）、そ
の
本
店
に
備
え
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
会
社
一
七
九
条
の
一
〇
第
一
項
二
項
、

会
社
則
三
三
条
の
八
）。
こ
れ
に
つ
い
て
、
売
渡
株
主
等
は
、
閲
覧
等
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
会
社
一
七
九
条
の
一
〇
第
三
項
）。
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２　

実
際
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

以
上
が
、
会
社
法
が
定
め
る
株
式
等
売
渡
請
求
の
手
続
で
あ
る
が
、
実
際
に
こ
れ
が
行
わ
れ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ

ろ
う
か
。

　

上
場
会
社
が
二
段
階
買
収
の
第
二
段
階
と
し
て
株
式
等
売
渡
請
求
を
用
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る）
₂₉
（

。

す
な
わ
ち
、
第
一
段
階
の
公
開
買
付
け
の
開
始
お
よ
び
対
象
会
社
に
よ
る
賛
同
意
見
の
表
明
と
同
時
に
、
公
開
買
付
者
が
、
特
別
支
配
株
主

の
要
件
を
充
た
す
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
株
式
等
売
渡
請
求
の
通
知
を
し
、
対
象
会
社
が
同
様
の
条
件
付
き
で
承
認
を
行
う
こ

と
は
、
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
公
開
買
付
け
の
決
済
に
よ
り
、
会
社
法
一
七
九
条
の
要
件
が
充
足
さ
れ
、
通
知
お
よ
び
承
認

の
条
件
が
成
就
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
翌
日
等
に
、
売
渡
株
主
等
へ
の
通
知
ま
た
は
公
告
が
行
わ
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
平
成
二
六

年
改
正
後
、
実
際
に
株
式
等
売
渡
請
求
が
行
わ
れ
た
事
例
で
は
、
第
一
段
階
の
公
開
買
付
の
決
済
開
始
日
の
翌
日
に
株
式
等
売
渡
請
求
の
通

知
を
し
、
同
日
に
取
締
役
会
に
お
い
て
同
請
求
を
承
認
す
る
旨
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
第
二
段
階
に
つ
い
て
の
方
針
は
、
第
一

段
階
の
公
開
買
付
へ
の
対
象
会
社
取
締
役
会
の
意
見
表
明
に
記
さ
れ
て
い
る）
₃₀
（

。
以
上
の
よ
う
に
、
二
段
階
買
収
が
行
わ
れ
る
場
合
、
通
常
は
、

買
収
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
、
第
一
段
階
の
公
開
買
付
け
お
よ
び
第
二
段
階
の
株
式
等
売
渡
請
求
の
対
価
が
、
第
一
段
階
よ
り
も
前
に
買
収

者
と
対
象
会
社
の
間
で
交
渉
さ
れ
、
合
意
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
上
場
会
社
以
外
、
ま
た
、
二
段
階
買
収
以
外
で
は
、
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
設
定
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
会
社
法
の

規
定
上
、
取
得
日
は
、
株
式
等
売
渡
請
求
の
通
知
の
時
点
で
確
定
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
（
会
社
一
七
九
条
の
三
第
一
項
・
一
七
九
条
の
二

第
一
項
五
号
）。
他
方
で
、
対
象
会
社
に
よ
る
承
認
（
会
社
一
七
九
条
の
三
第
一
項
）
の
た
め
の
期
限
は
、
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

売
渡
株
主
等
へ
の
通
知
ま
た
は
公
告
は
、
対
象
会
社
に
よ
る
承
認
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
が
、
こ
れ
は
取
得
日
の
二
〇
日
前
ま
で
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
（
会
社
一
七
九
条
の
四
第
一
項
）。
以
上
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
特
別
支
配
株
主
が
株
式
等
売
渡
請
求
の
通
知
を
す
る
と
き
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に
は
、
取
得
日
の
二
〇
日
前
ま
で
に
対
象
会
社
に
よ
る
承
認
が
行
わ
れ
、
売
渡
株
主
等
へ
の
通
知
ま
た
は
公
告
の
手
続
が
履
践
さ
れ
る
こ
と

を
確
保
す
る
た
め
に）
₃₁
（

、
通
常
は
、
株
式
等
売
渡
請
求
の
通
知
の
前
に
、
特
別
支
配
株
主
と
対
象
会
社
の
間
で
合
意
を
し
て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
設
定
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る）
₃₂
（

。

四
　
株
式
等
売
渡
請
求
の
承
認

１　

株
式
等
売
渡
請
求
の
承
認
を
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
際
の
対
象
会
社
取
締
役
の
義
務

　

立
案
担
当
者
に
よ
れ
ば
、
株
式
等
売
渡
請
求
の
対
象
会
社
に
よ
る
承
認
は
、
売
渡
株
主
等
の
利
益
へ
の
配
慮
と
い
う
観
点
か
ら
、
株
式
等

売
渡
請
求
に
手
続
的
な
制
約
を
課
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
対
象
会
社
の
取
締
役
は
、
そ
の
職
務
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
承
認
を
す
る

か
否
か
を
決
定
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
対
象
会
社
の
取
締
役
は
、
承
認
を
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
に
当
た
っ
て
、
対
象
会

社
に
対
す
る
善
管
注
意
義
務
と
し
て
、
売
渡
株
主
等
の
利
益
に
配
慮
し
、
株
式
等
売
渡
請
求
の
条
件
等
が
適
正
と
い
え
る
か
否
か
を
検
討
す

る
義
務
を
負
う
と
い
わ
れ
る）
₃₃
（

。

　

少
し
異
な
る
表
現
を
用
い
て
同
様
の
こ
と
を
説
明
す
る
な
ら
、
会
社
法
は
、
株
式
等
売
渡
請
求
の
対
象
会
社
に
よ
る
承
認
を
求
め
る
こ
と

で
、
対
象
会
社
に
、
売
渡
株
主
等
の
利
益
を
考
慮
す
る
よ
う
命
じ
て
お
り
、
職
務
と
し
て
そ
の
よ
う
な
承
認
を
行
う
か
否
か
を
決
定
す
る
対

象
会
社
の
取
締
役
は
、
そ
の
よ
う
な
職
務
を
遂
行
す
る
際
に
、
会
社
法
が
命
じ
る
と
お
り
、
売
渡
株
主
等
の
利
益
を
配
慮
す
る
こ
と
を
、
善

管
注
意
義
務
の
一
内
容
と
し
て
義
務
付
け
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
取
締
役
の
義
務
の
名
宛
人
は
対
象
会
社
で
あ
り
、
義
務
の
内
容
は
、
対
象
会
社
の
利
益
や
、
対
象
会
社
の
全
株

主
の
利
益
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
売
渡
株
主
等
の
利
益
に
配
慮
す
る
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
取
締
役
は
、
Ｍ
＆
Ａ
を
は
じ
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め
と
し
て
取
締
役
の
行
為
が
株
主
の
利
益
に
直
接
の
影
響
を
及
ぼ
す
場
面
で
は
、
会
社
と
は
切
り
離
さ
れ
た
株
主
の
利
益
に
配
慮
す
る
義
務

を
負
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
や
Ｍ
＆
Ａ
一
般
に
つ
い
て
対
価
の
公
正
性
を
確
保
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
考
え
、

株
式
等
売
渡
請
求
の
承
認
の
場
面
で
の
義
務
は
、
そ
の
よ
う
な
一
般
的
な
義
務
の
表
れ
だ
と
す
る
見
解
が
有
力
で
あ
る）
₃₄
（

。

　

基
本
的
に
こ
の
よ
う
な
見
解
を
支
持
し
、
取
締
役
は
、
一
般
的
に
、
Ｍ
＆
Ａ
等
の
場
面
で
、
会
社
と
は
切
り
離
さ
れ
た
株
主
の
利
益
に
配

慮
し
、
対
価
の
公
正
性
を
確
保
す
る
義
務
を
負
う
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
三
２
に
述
べ
た
よ
う
な
上
場
会
社
の
二
段
階
買
収

の
第
二
段
階
と
し
て
行
わ
れ
る
株
式
等
売
渡
請
求
を
前
提
に
考
え
れ
ば
、
対
象
会
社
の
取
締
役
は
、
二
段
階
買
収
が
全
体
と
し
て
対
象
会
社

の
株
主
の
利
益
に
な
る
か
ど
う
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
株
式
等
売
渡
請
求
を
承
認
す
る
か

否
か
の
決
定
に
つ
い
て
だ
け
、
対
象
会
社
の
取
締
役
が
株
主
の
利
益
に
配
慮
す
る
義
務
を
負
う
と
考
え
る
こ
と
は
、
適
切
で
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
見
解
を
支
持
す
る
場
合
、
す
で
に
述
べ
た
の
と
同
様
に
表
現
す
る
な
ら
、
会
社
法
は
、
Ｍ
＆
Ａ
等
に
お
い
て
、
当
事
会
社
に
、

会
社
と
は
切
り
離
さ
れ
た
株
主
の
利
益
に
配
慮
す
る
よ
う
命
じ
て
お
り）
₃₅
（

、
職
務
と
し
て
Ｍ
＆
Ａ
を
実
施
す
る
取
締
役
は
、
そ
の
よ
う
な
職
務

を
遂
行
す
る
際
に
、
会
社
法
が
命
じ
る
と
お
り
、
株
主
の
利
益
に
配
慮
す
る
こ
と
を
、
善
管
注
意
義
務
の
一
内
容
と
し
て
義
務
付
け
ら
れ
る
、

と
述
べ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
株
式
等
売
渡
請
求
や
、
Ｍ
＆
Ａ
一
般
に
つ
い
て
、
①
会
社
と
は
切
り
離
さ
れ
た
株
主
の
利
益
に
配
慮
す
る
義
務
を
観
念

す
る
場
合
、
取
締
役
が
そ
も
そ
も
②
会
社
の
利
益
に
配
慮
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
と
の
関
係
を
ど
う
考
え
る
か
が
問
題
に
な
る
。
し
か
し
、

取
締
役
が
①
と
②
の
二
つ
の
利
益
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
自
体
は
、
こ
の
よ
う
な
見
解
を
と
る
妨
げ
に
は
な
ら
な
い）
₃₆
（

。
ま
た
、

こ
れ
に
つ
い
て
、
一
般
的
な
形
で
詰
め
た
議
論
を
す
る
必
要
も
な
い
。（
一
部
の
）
個
別
の
株
主
の
利
益
に
は
な
る
が
会
社
の
利
益
に
な
ら

な
い
（
企
業
価
値
を
き
損
す
る
よ
う
な
）
Ｍ
＆
Ａ
や
株
式
等
売
渡
請
求
を
取
締
役
が
承
認
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
、
Ｍ
＆
Ａ
の
当
事

会
社
・
株
式
等
売
渡
請
求
の
対
象
会
社
の
利
益
が
最
大
化
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
当
事
会
社
の
株
主
・
売
渡
株
主
等
に
交
付
さ
れ
る
対
価
が
不
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当
な
も
の
で
あ
っ
て
も
そ
の
よ
う
な
Ｍ
＆
Ａ
・
株
式
等
売
渡
請
求
を
取
締
役
が
承
認
し
て
も
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
上
は
、
個
別
の
事
案
に
応
じ
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
義
務
違
反
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も
、
個

別
の
事
案
に
応
じ
て
裁
判
所
が
審
査
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

株
式
等
売
渡
請
求
を
承
認
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
際
の
取
締
役
の
義
務
の
方
向
と
し
て
は
、（
ア
）
売
渡
株
主
等
の
利
益
と
は
な
ら
な

い
株
式
等
売
渡
請
求
を
承
認
し
な
い
義
務
と
、（
イ
）
売
渡
株
主
等
の
利
益
に
な
る
株
式
等
売
渡
請
求
を
承
認
す
る
義
務
の
、
い
ず
れ
も
が

考
え
ら
れ
る）
₃₇
（

。
も
っ
と
も
、
取
締
役
が
（
イ
）
の
義
務
に
違
反
し
た
と
さ
れ
る
の
は
、
例
外
的
な
場
合
に
限
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
判
断
材
料
が

足
り
な
い
場
合
や
、
判
断
が
つ
き
に
く
い
場
合
、
対
象
会
社
の
取
締
役
（
会
）
は
、
２
に
も
述
べ
る
よ
う
に
株
式
等
売
渡
請
求
を
承
認
し
な

い
と
い
う
決
定
を
す
べ
き
で
あ
り
、（
イ
）
の
義
務
違
反
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
明
ら
か
に
売
渡
株
主
等
の
利
益
に
な
る
株
式
等
売
渡
請
求

を
承
認
し
な
か
っ
た
場
合
に
限
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

２　

承
認
を
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
際
に
考
慮
す
べ
き
こ
と

　

立
案
担
当
者
は
、
対
象
会
社
の
取
締
役
（
会
）
が
、
株
式
等
売
渡
請
求
の
承
認
を
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
際
に
、
売
渡
株
主
等
の
利
益

を
確
保
す
る
た
め
に
考
慮
す
べ
き
要
素
は
、
株
式
等
売
渡
請
求
の
条
件
全
般
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
、
対
価
の
相
当
性
や
、
対
価
の
交
付
の
見

込
み
を
含
む
と
す
る
。
対
価
の
交
付
の
見
込
み
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
特
別
支
配
株
主
の
資
金
確
保
の
手
段
だ
け
で
な
く
、
そ
の
負

債
の
面
も
含
め
て
、
特
別
支
配
株
主
が
売
渡
株
主
等
に
対
し
て
対
価
を
交
付
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
資
金
確
保
の
方
法
に
つ
い
て
は
特
別
支
配
株
主
の
預
金
残
高
証
明
書
や
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
証
明
書
等

を
、
負
債
の
面
に
つ
い
て
は
特
別
支
配
株
主
の
貸
借
対
照
表
等
を
確
認
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る）
₃₈
（

。

　

株
式
等
売
渡
請
求
を
す
る
た
め
に
特
別
支
配
株
主
が
対
象
会
社
に
通
知
す
べ
き
事
項
は
、
会
社
法
一
七
九
条
の
二
第
一
項
に
掲
げ
る
事
項
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で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
①
株
式
売
渡
請
求
を
し
な
い
特
別
支
配
株
主
完
全
子
法
人
、
②
株
式
売
渡
対
価
と
し
て
交
付
す
る
金
銭
の
額
お
よ
び

算
定
方
法
、
③
対
価
で
あ
る
金
銭
の
割
当
て
に
関
す
る
事
項
、
④
新
株
予
約
権
売
渡
請
求
に
つ
い
て
①
～
③
に
相
当
す
る
事
項
、
⑤
取
得
日
、

⑥
法
務
省
令
で
定
め
る
事
項
が
含
ま
れ
る
。

　

右
に
述
べ
た
⑥
の
事
項
は
、
会
社
法
施
行
規
則
三
三
条
の
五
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
［1］
株
式
売
渡
対
価
お
よ
び
新
株
予
約
権
売
渡
対
価
の

支
払
の
た
め
に
資
金
を
確
保
す
る
方
法
、
［2］
株
式
等
売
渡
請
求
に
係
る
取
引
条
件
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
［1］
は
、
特
別
支
配
株
主
の
預
金
残
高

証
明
書
や
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
証
明
書
等
だ
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
公
開
買
付
け
が
先
行
す
る
場
合
に
は
、
当
該
公
開
買
付
け
の
公
開
買
付

届
出
書
に
資
金
証
明
と
し
て
添
付
さ
れ
る
融
資
証
明
書
が
、
当
該
公
開
買
付
後
に
行
わ
れ
る
株
式
等
売
渡
請
求
の
対
価
の
支
払
資
金
の
融
資

を
も
証
明
す
る
内
容
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
融
資
証
明
書
を
用
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る）
₃₉
（

。
以
上
の
よ
う
な
事
項
を
も
と
に
、
対
象
会
社

の
取
締
役
（
会
）
は
、
対
価
の
相
当
性
や
交
付
の
見
込
み
を
含
め
た
、
株
式
等
売
渡
請
求
の
条
件
全
般
を
考
慮
し
、
承
認
す
る
か
否
か
を
決

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

通
知
さ
れ
た
事
項
で
は
十
分
で
な
い
と
取
締
役
が
判
断
す
れ
ば
、
取
締
役
は
、
特
別
支
配
株
主
に
対
し
て
、
会
社
法
の
規
定
上
通
知
す
べ

き
事
項
に
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
に
関
わ
り
な
く
、
判
断
の
た
め
に
必
要
だ
と
考
え
る
資
料
等
の
提
出
を
求
め
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

資
料
等
の
提
出
が
な
け
れ
ば
、
株
式
等
売
渡
請
求
を
承
認
す
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
、
三
２
に
述
べ
た
よ
う
に
、
二
段
階
買
収
の
場
合
等
を

含
め
、
通
常
、
特
別
支
配
株
主
は
対
象
会
社
と
事
前
に
交
渉
を
す
る
で
あ
ろ
う
。
対
象
会
社
の
取
締
役
（
会
）
は
、
そ
の
際
に
も
必
要
な
資

料
等
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

対
象
会
社
の
取
締
役
（
会
）
が
考
慮
す
べ
き
な
の
は
株
式
等
売
渡
請
求
の
﹁
条
件
全
般
﹂
と
さ
れ
る
が）
₄₀
（

、
株
式
等
売
渡
請
求
の
目
的
の
正

当
性
を
、
株
式
等
売
渡
請
求
の
差
止
事
由
、
ま
た
、
無
効
原
因
と
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
も
対
象
会
社
の
取
締
役
（
会
）
は
、
そ
の

よ
う
な
目
的
の
正
当
性
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
会
社
法
一
七
九
条
の
二
第
一
項
や
会
社
法
施
行
規
則
三
三
条
の
五
に
定
め
ら
れ
た
事
項
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だ
け
か
ら
、
目
的
の
正
当
性
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
が
、
取
締
役
（
会
）
が
判
断
の
際
に
前
提
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
情

報
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
に
限
定
さ
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。

３　

上
記
１
の
義
務
違
反
に
よ
る
任
務
懈
怠
責
任

　

対
象
会
社
の
取
締
役
は
、
す
で
に
述
べ
た
１
の
義
務
に
違
反
す
れ
ば
、
善
管
注
意
義
務
に
違
反
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
に

つ
い
て
対
象
会
社
の
取
締
役
に
悪
意
ま
た
は
重
過
失
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
売
渡
株
主
等
に
損
害
が
生
じ
れ
ば
、
当
該
取
締
役
は
、
売
渡

株
主
等
に
対
し
て
、
会
社
法
四
二
九
条
一
項
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
と
考
え
ら
れ
る）
₄₁
（

。

　

善
管
注
意
義
務
違
反
か
ど
う
か
を
裁
判
所
が
判
断
す
る
際
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
見
解
が
あ
る）
₄₂
（

。
ま
ず
、（
ア
）
二
段
階
買

収
の
場
合
に
は
、
二
段
階
買
収
全
体
に
つ
い
て
義
務
違
反
か
ど
う
か
を
考
え
る
。
そ
し
て
、
①
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
独
立
当
事
者
間
で

の
企
業
再
編
な
の
で
あ
れ
ば
、
経
営
判
断
原
則
に
よ
る
。
②
他
方
で
、
Ｍ
Ｂ
Ｏ
や
支
配
株
主
に
よ
る
も
の
な
ど
、
利
益
相
反
の
問
題
の
あ
る

企
業
再
編
に
つ
い
て
は
、
取
引
の
プ
ロ
セ
ス
が
公
正
か
つ
合
理
的
で
あ
れ
ば
経
営
判
断
原
則
に
よ
る
が
、
そ
う
で
な
い
な
ら
対
価
の
公
正
性

を
裁
判
所
が
審
査
す
る
。
ま
た
、（
イ
）
二
段
階
買
収
で
は
な
い
場
合
に
は
、
右
に
述
べ
た
②
に
よ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
整
理
に
は
、
疑
問
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。﹁
経
営
判
断
原
則
に
よ
る
﹂
と
い
っ
て
も
、
わ
が
国
の
裁
判
所
が
用
い
る
﹁
経

営
判
断
原
則
﹂
は
、
米
国
の
そ
れ
と
は
異
な
る）
₄₃
（

。
ま
た
、﹁
独
立
当
事
者
間
で
の
企
業
再
編
﹂
と
い
っ
て
も
、
支
配
権
の
移
転
を
伴
う
組
織

再
編
に
お
い
て
は
、
取
締
役
が
自
己
の
利
益
を
図
る
危
険
が
大
き
く
な
る）
₄₄
（

。
そ
う
は
い
う
も
の
の
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
見
解
が
今
後
有
力

に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
よ
う
な
見
解
は
基
本
的
な
整
理
と
し
て
は
支
持
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
に
従
う
と
し
て
も
、
②
の

取
引
の
プ
ロ
セ
ス
の
公
正
性
お
よ
び
合
理
性
は
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
厳
し
く
審
査
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
利
益
相
反
回
避
措

置
が
と
ら
れ
た
場
合
に
、
そ
の
措
置
が
有
効
に
機
能
し
た
か
ど
う
か
は
、
実
質
的
に
審
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
₄₅
（

。
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い
ず
れ
に
し
て
も
、
取
締
役
の
善
管
注
意
義
務
違
反
は
、
容
易
に
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
仮
に
善
管
注
意
義
務
違
反
が

あ
っ
た
と
さ
れ
た
と
し
て
も
、
損
害
と
因
果
関
係
の
証
明
は
、
容
易
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
対
価
が
相
当
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
承
認
が
さ
れ
た
場
合
、
公
正
な
対
価
と
の
差
額
が
損
害
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
を
ど
う
や
っ
て
算
定
す
る
の
か
は
難
し
い
場

合
が
あ
る
。
ま
た
、
支
払
見
込
み
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
承
認
が
さ
れ
た
場
合
に
は
、
不
払
分
が
損
害
な
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
売
渡

株
主
等
の
利
益
に
な
る
株
式
等
売
渡
請
求
を
承
認
し
な
か
っ
た
場
合
に
、
義
務
違
反
が
あ
る
と
考
え
る
と
し
て
、
何
を
も
っ
て
損
害
と
す
る

か
は
難
し
い
。

４　

承
認
権
限
の
委
譲

　

取
締
役
会
設
置
会
社
が
株
式
等
売
渡
請
求
の
承
認
を
す
る
か
否
か
の
決
定
を
す
る
に
は
、取
締
役
会
決
議
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
会

社
一
七
九
条
の
三
第
三
項
）。
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
お
よ
び
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
つ
い
て
は
、
こ
の
承
認
を
取
締
役
な
い
し
執

行
役
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
問
題
に
な
る
。

　

そ
の
よ
う
な
委
任
が
許
容
さ
れ
る
と
す
る
見
解
は
、
会
社
法
三
九
九
条
の
一
三
第
五
項
・
四
一
六
条
四
項
で
、
取
締
役
な
い
し
執
行
役
へ

の
委
任
が
禁
じ
ら
れ
る
事
項
と
し
て
株
式
等
売
渡
請
求
の
承
認
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
根
拠
と
す
る）
₄₆
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う

な
委
任
が
許
容
さ
れ
な
い
と
す
る
見
解
は
、
会
社
法
一
七
九
条
の
三
第
三
項
が
﹁
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
す
る

こ
と
、
お
よ
び
、
同
項
が
こ
の
承
認
を
取
締
役
会
の
権
限
と
し
て
い
る
趣
旨
を
根
拠
と
す
る）
₄₇
（

。

　

た
し
か
に
、
素
直
な
文
言
解
釈
と
い
う
点
で
は
、
そ
の
よ
う
な
委
任
が
許
容
さ
れ
る
と
す
る
見
解
に
分
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と

え
﹁
取
締
役
会
設
置
会
社
に
お
い
て
は
、
取
締
役
会
決
議
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
さ
れ
て
い
る
事
項
で
あ
っ
て
も
、
監
査
等
委
員

会
設
置
会
社
お
よ
び
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
お
い
て
取
締
役
な
い
し
執
行
役
へ
の
委
任
が
禁
じ
ら
れ
る
も
の
は
、
会
社
法
三
九
九
条
の
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二
七
〇
四

一
三
第
五
項
・
四
一
六
条
四
項
の
各
号
に
列
挙
す
る
の
が
会
社
法
の
条
文
の
立
案
の
本
来
の
あ
り
方
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
会
社

二
九
八
条
四
項
・
三
九
九
条
の
一
三
第
五
項
四
号
・
四
一
六
条
四
項
四
号
参
照
）。
し
か
し
、
取
締
役
会
設
置
会
社
が
株
式
等
売
渡
請
求
の

承
認
を
す
る
か
否
か
の
決
定
を
す
る
に
は
取
締
役
会
決
議
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
ル
ー
ル
の
基
礎
に
は
、
取
締
役
会
設
置
会
社

で
は
、
業
務
執
行
権
限
を
有
す
る
取
締
役
な
い
し
執
行
役
に
そ
の
よ
う
な
決
定
を
さ
せ
る
こ
と
で
は
売
渡
株
主
等
の
利
益
の
保
護
の
た
め
に

十
分
で
は
な
く
、
取
締
役
会
全
体
で
売
渡
株
主
等
の
利
益
に
配
慮
し
た
決
定
を
行
う
べ
き
だ
と
の
政
策
判
断
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
よ
う
な
決
定
の
取
締
役
な
い
し
執
行
役
へ
の
委
任
を
許
容
す
る
解
釈
は
、
会
社
法
一
七
九
条
の
三
第
三
項
の
規
定
を

無
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
妥
当
で
は
な
い
。

５　

新
株
予
約
権
者
の
利
益
の
考
慮

　

対
象
会
社
の
承
認
は
、
新
株
予
約
権
売
渡
請
求
に
つ
い
て
も
必
要
と
さ
れ
る
（
会
社
一
七
九
条
の
三
第
一
項
）。
そ
の
た
め
、
対
象
会
社

の
取
締
役
は
、
売
渡
株
主
だ
け
で
な
く
、
売
渡
新
株
予
約
権
者
の
利
益
に
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、
た
と
え
ば
、
役
員
お
よ
び
従
業
員
の
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
た
新
株
予
約
権
に
つ
い
て
、（
対
象

会
社
の
役
職
員
で
あ
る
こ
と
が
行
使
条
件
と
さ
れ
て
い
る
た
め
に
）特
別
支
配
株
主
は
こ
れ
を
取
得
し
て
も
行
使
で
き
な
い
こ
と
を
理
由
に
、

一
円
と
い
う
対
価
を
設
定
す
る
こ
と
に
は
、
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
役
員
お
よ
び
従
業
員
に
と
っ
て
、
そ
の
新
株
予
約
権
は
経
済
的

価
値
を
有
し
て
い
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る）
₄₈
（

。

　

特
別
支
配
株
主
が
①
株
式
売
渡
請
求
に
併
せ
て
②
新
株
予
約
権
売
渡
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
後
者
の
請
求
だ
け
を
承
認
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
（
会
社
一
七
九
条
の
三
第
二
項
）。
そ
の
た
め
、
①
の
み
が
適
正
性
を
欠
く
と
き
は
、
①
②
と
も
に
承
認
を
拒
否
す
べ
き
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
、
②
の
み
が
適
正
性
を
欠
く
と
き
、
た
と
え
ば
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
売
渡
新
株
予
約
権
の
対
価
が
一
円
と
さ
れ
る
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と
き
な
ど
は
、
①
に
つ
い
て
は
承
認
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
①
の
方
は
適
正
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
①
に
つ
い
て
は

承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
方
が
、
売
渡
株
主
の
利
益
に
適
う
と
も
い
え
る
。
会
社
法
一
七
九
条
の
三
第
二
項
の
文
言
か
ら
も
、
そ

の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

五
　
売
渡
株
主
等
に
よ
る
差
止
め

１　

規
定
の
内
容

　

売
渡
株
主
等
の
事
前
の
救
済
手
段
と
し
て
、
差
止
請
求
が
定
め
ら
れ
た
。
会
社
法
一
七
九
条
の
七
第
一
項
で
は
、
売
渡
株
主
に
よ
る
差
止

請
求
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
①
株
式
売
渡
請
求
が
法
令
に
違
反
す
る
場
合
、
②
対
象
会
社
が
会
社
法
一
七
九
条
の
四
第
一
項
一
号
（
売
渡
株

主
に
対
す
る
通
知
に
係
る
部
分
に
限
る
）
ま
た
は
事
前
開
示
の
ル
ー
ル
に
違
反
し
た
場
合
、
③
売
渡
株
式
の
対
価
ま
た
は
そ
の
割
当
て
に
関

す
る
事
項
が
対
象
会
社
の
財
産
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
て
著
し
く
不
当
で
あ
る
場
合
に
、
売
渡
株
主
が
不
利
益
を
受
け
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
き
は
、
売
渡
株
主
は
、
特
別
支
配
株
主
に
対
し
て
、
株
式
等
売
渡
請
求
に
係
る
売
渡
株
式
等
の
全
部
の
取
得
を
や
め
る
こ
と
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
る
。
会
社
法
一
七
九
条
の
七
第
二
項
で
は
、
売
渡
新
株
予
約
権
者
に
よ
る
差
止
請
求
が
、
こ
れ
と
同
様

に
定
め
ら
れ
る
。

　

会
社
法
一
七
九
条
の
七
に
よ
る
差
止
請
求
の
ル
ー
ル
の
特
徴
と
し
て
、
事
前
開
示
違
反
以
外
の
差
止
事
由
は
、
一
項
で
は
株
式
売
渡
請
求

に
関
す
る
も
の
だ
け
、
二
項
で
は
新
株
予
約
権
売
渡
請
求
に
関
す
る
も
の
だ
け
で
あ
る
が
、
差
止
め
の
対
象
は
一
項
二
項
と
も
に
﹁
株
式
等

売
渡
請
求
に
係
る
売
渡
株
式
等
の
全
部
の
取
得
﹂
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
⒜
売
渡
株
式
の
取
得
だ
け
、
ま
た
、
⒝

売
渡
新
株
予
約
権
の
取
得
だ
け
の
差
止
め
は
、
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
⒝
だ
け
を
残
す
差
止
め
が
認
め
ら
れ
な
い
理
由
は
、
新
株
予
約
権
売
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渡
請
求
が
、
株
式
売
渡
請
求
に
付
随
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
だ
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う）
₄₉
（

。
他
方
で
、
⒜
だ
け
を
残
す
差
止
め

が
認
め
ら
れ
な
い
理
由
は
、
特
別
支
配
株
主
が
そ
の
意
図
に
反
し
て
⒜
だ
け
を
行
う
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
そ
う
し

た
の
だ
と
説
明
さ
れ
る）
₅₀
（

。

２　

差
止
事
由

　

１
に
述
べ
た
①
～
③
の
差
止
事
由
は
、
株
式
等
売
渡
請
求
が
金
銭
を
対
価
と
す
る
略
式
株
式
交
換
と
類
似
す
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
略

式
組
織
再
編
の
差
止
め
と
同
様
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
株
式
等
売
渡
請
求
で
は
、
対
象
会
社
が
取
引
の
当
事
者
で
は
な
い
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
請
求
主
体
で
あ
る
特
別
支
配
株
主
に
違
反
が
あ
っ
た
場
合
を
１
の
①
、
対
象
会
社
に
違
反
が
あ
っ
た
場
合
を
１
の
②
と
し

て
、
号
を
分
け
て
規
定
し
た
と
さ
れ
る）
₅₁
（

。
ま
た
、
対
象
会
社
で
は
な
く
特
別
支
配
株
主
が
当
事
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
１
の
①
で
、
定
款
違

反
は
差
止
事
由
と
さ
れ
て
い
な
い）
₅₂
（

。
特
別
支
配
株
主
の
議
決
権
要
件
が
対
象
会
社
の
定
款
で
加
重
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
そ
れ
に
満
た
な
い

者
に
よ
る
株
式
等
売
渡
請
求
は
、
法
令
違
反
と
し
て
差
止
事
由
に
該
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る）
₅₃
（

。

　

差
止
事
由
に
つ
い
て
は
、
目
的
の
不
当
性
を
含
む
か
が
問
題
に
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
無
効
原
因
と
合
わ
せ
て
検
討
す
る
。

３　

差
止
事
由
と
無
効
原
因

　

平
成
二
六
年
改
正
に
よ
っ
て
、
略
式
組
織
再
編
だ
け
で
は
な
く
、
組
織
再
編
一
般
に
つ
い
て
株
主
に
よ
る
差
止
請
求
が
会
社
法
の
明
文
で

認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
会
社
七
八
四
条
の
二
・
七
九
六
条
の
二
・
八
〇
五
条
の
二
）。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
組
織
再
編
の
無
効
原
因
を

制
限
的
に
解
す
べ
き
か
が
議
論
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
募
集
株
式
の
発
行
の
場
合
を
引
き
合
い
に
出
し
、
差
止
め
の
機
会
が
存
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
差
止
め
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
法
律
関
係
の
安
定
の
た
め
に
、
無
効
原
因
を
従
来
よ
り
も
限
定
的
に
解
す
べ
き
だ
と
す
る
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六
七
巻
六
号�

一
三
一

二
七
〇
七

見
解
が
あ
る）
₅₄
（

。
株
式
等
売
渡
請
求
に
つ
い
て
も
そ
れ
と
同
様
の
発
想
を
と
る
な
ら
、
株
式
等
売
渡
請
求
の
差
止
め
の
機
会
が
あ
っ
た
（
た
と

え
ば
、
売
渡
株
式
の
対
価
の
著
し
い
不
当
。
会
社
一
七
九
条
の
七
第
一
項
三
号
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
差
止
め
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
こ
れ

を
無
効
原
因
と
は
し
な
い
と
い
っ
た
解
釈
を
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
組
織
再
編
一
般
の
差
止
事
由
と
無
効
原
因
の
関
係
に
つ
い
て
、
そ
も
そ
も
、
募
集
株
式
の
発
行
の
場
合
を
引
き
合
い
に

出
し
て
、
差
止
め
で
争
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
か
ら
無
効
の
訴
え
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
発
想
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
。
現
状
で

は
、
組
織
再
編
の
差
止
め
が
ど
の
程
度
機
能
す
る
の
か
も
、
な
お
明
ら
か
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

問
題
に
な
っ
て
い
る
法
令
違
反
の
影
響
の
重
大
性
や
、
差
止
請
求
の
機
会
の
有
無
等
か
ら
、
事
案
ご
と
に
判
断
す
る
ほ
か
な
い）
₅₅
（

。
ま
た
、
そ

の
と
き
に
﹁
差
止
請
求
の
機
会
が
あ
っ
た
﹂
と
い
う
こ
と
を
重
視
し
す
ぎ
る
こ
と
は
、
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
株
式
等
売
渡
請
求
の
差
止

事
由
と
無
効
原
因
に
つ
い
て
も
こ
れ
と
同
様
で
あ
り
、
ま
た
、
株
式
等
売
渡
請
求
の
無
効
原
因
は
、
六
２
に
述
べ
る
よ
う
に
、
組
織
再
編
の

場
合
よ
り
も
む
し
ろ
広
く
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

六
　
売
渡
株
式
等
の
取
得
の
無
効
の
訴
え

１　

規
定
の
内
容

　

株
式
等
売
渡
請
求
に
よ
る
売
渡
株
式
等
の
取
得
は
、
特
別
支
配
株
主
と
売
渡
株
主
等
の
間
の
売
買
取
引
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
組
織
再
編

と
同
様
に
利
害
関
係
者
が
多
数
に
上
る
た
め
、
法
律
関
係
の
早
期
安
定
や
画
一
的
処
理
に
よ
り
、
法
的
安
定
性
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
会
社
の
組
織
に
関
す
る
行
為
の
無
効
と
同
様
の
、
無
効
の
訴
え
の
制
度
が
定
め
ら
れ
た）
₅₆
（

。
株
式
等
売
渡
請
求
に

係
る
売
渡
株
式
等
の
全
部
の
取
得
の
無
効
は
、
取
得
日
か
ら
六
个
月
以
内
（
対
象
会
社
が
非
公
開
会
社
で
あ
れ
ば
一
年
以
内
）
に
、
訴
え
を
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売
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求

二
七
〇
八

も
っ
て
の
み
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
会
社
八
四
六
条
の
二
第
一
項
）。
提
訴
期
間
に
つ
い
て
は
、
会
社
の
成
立
後
に
お
け
る
株
式
の
発

行
の
無
効
の
訴
え
の
場
合
と
同
様
の
考
慮
か
ら
、
同
様
に
定
め
ら
れ
て
い
る）
₅₇
（

。

　

こ
の
訴
え
の
提
訴
権
者
は
、
取
得
日
に
お
い
て
売
渡
株
主
等
で
あ
っ
た
者
、
お
よ
び
、
対
象
会
社
の
取
締
役
等
で
あ
っ
た
者
で
あ
る
（
会

社
八
四
六
条
の
二
第
二
項
）。
被
告
は
、
特
別
支
配
株
主
で
あ
る
（
会
社
八
四
六
条
の
三
）。
そ
の
ほ
か
、
管
轄
、
担
保
提
供
命
令
、
弁
論
の

必
要
的
併
合
、
対
世
効
、
将
来
効
、
原
告
敗
訴
の
場
合
の
損
害
賠
償
責
任
に
つ
い
て
、
会
社
の
組
織
に
関
す
る
行
為
の
無
効
の
訴
え
と
同
様

の
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
る
（
会
社
八
四
六
条
の
四
～
八
四
六
条
の
九
）。

２　

無
効
原
因

　

何
が
無
効
原
因
か
は
、
解
釈
に
委
ね
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
無
効
原
因
と
し
て
次
の
も
の
を
挙
げ
る
文
献
が
あ
る）
₅₈
（

。
す
な
わ
ち
、
①
取
得

の
持
株
要
件
不
足
、
②
対
価
で
あ
る
金
銭
の
違
法
な
割
当
て
、
③
対
象
会
社
の
取
締
役
会
ま
た
は
種
類
株
主
総
会
決
議
の
瑕
疵
、
④
売
渡
株

主
等
に
対
す
る
通
知
、
公
告
、
事
前
開
示
書
類
の
瑕
疵
ま
た
は
不
実
記
載
、
⑤
取
得
の
差
止
仮
処
分
へ
の
違
反
、
⑥
対
価
で
あ
る
金
銭
の
支

払
い
の
著
し
い
不
履
行
、
⑦
対
価
額
の
著
し
い
不
当
、
⑧
締
出
し
目
的
の
不
当
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

⑦
の
対
価
額
の
著
し
い
不
当
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
無
効
原
因
と
考
え
る
べ
き
か
に
つ
い
て
争
い
が
あ
る
。
対
価
の
不
当
は
無
効
原
因
と

す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
見
解
も
あ
る
が）
₅₉
（

、
無
効
原
因
に
な
る
と
す
る
見
解
が
多
数
を
占
め
る
と
考
え
ら
れ
る）
₆₀
（

。
こ
れ
が
無
効
原
因
に
な
る

と
考
え
る
べ
き
理
由
と
し
て
は
、
株
主
総
会
決
議
を
経
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
が
行
わ
れ
る
場
合
と
の
均
衡
や
、
差
止
め
（
会
社
一
七
九

条
の
七
第
一
項
三
号
・
二
項
三
号
）
で
は
十
分
に
審
理
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る）
₆₁
（

。

　

⑧
の
締
出
し
目
的
の
不
当
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
六
年
改
正
前
か
ら
、
組
織
再
編
に
つ
い
て
﹁
正
当
な
事
業
目
的
﹂
を
要
求
す
る
こ
と
に

対
し
て
、
主
に
上
場
会
社
を
念
頭
に
置
い
た
批
判
も
強
い
と
こ
ろ
で
あ
る）
₆₂
（

。
ま
た
、﹁
少
数
株
主
の
﹃
締
出
し
﹄
自
体
が
﹃
目
的
の
不
当
な
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六
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一
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三

二
七
〇
九

特
別
支
配
株
主
の
行
為
﹄
と
し
て
法
令
違
反
（
権
利
濫
用
）
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
公
開
型
の
タ
イ
プ
の
会
社
の
買

収
後
の
残
存
少
数
株
主
を
対
象
に
行
わ
れ
る
締
出
し
に
つ
い
て
は
そ
の
可
能
性
は
な
い
が
、
閉
鎖
型
の
タ
イ
プ
の
会
社
の
内
紛
に
起
因
す
る

少
数
株
主
の
締
出
し
に
つ
い
て
は
、
そ
の
可
能
性
が
皆
無
と
は
い
え
な
い
﹂
と
述
べ
る
も
の
が
あ
る）
₆₃
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
よ
う
な
見
解
を
、﹁
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
で
は
目
的
の
不
当
性
は
お
お
よ
そ
問
題
に
な
ら
な
い
﹂、
あ
る
い
は
、

﹁
上
場
会
社
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
事
例
で
は
目
的
の
不
当
性
は
お
お
よ
そ
問
題
に
な
ら
な
い
﹂
と
い
っ
た
意
味
の
も
の
と
捉
え
る
必
要

は
な
い
。
組
織
再
編
に
つ
い
て
﹁
正
当
な
事
業
目
的
﹂
を
要
求
す
る
こ
と
を
批
判
す
る
論
者
も
、
濫
用
的
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
が
無
効

と
さ
れ
る
可
能
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い）
₆₄
（

。

　

ま
た
、
仮
に
﹁
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
で
は
目
的
の
不
当
性
は
お
お
よ
そ
問
題
に
な
ら
な
い
﹂、
あ
る
い
は
、﹁
上
場
会
社
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

ア
ウ
ト
事
例
で
は
目
的
の
不
当
性
は
お
お
よ
そ
問
題
に
な
ら
な
い
﹂
と
い
う
見
解
が
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
見
解
を
支
持
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。﹁
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
が
法
的
に
可
能
で
あ
る
﹂
と
い
う
こ
と
と
、﹁
ど
の
よ
う
な
目
的
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
も

法
的
に
許
容
さ
れ
る
﹂
と
い
う
こ
と
は
、
違
う
か
ら
で
あ
る
。
た
し
か
に
、﹁
正
当
な
事
業
目
的
﹂
と
い
っ
た
も
の
を
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア

ウ
ト
（
あ
る
い
は
、
組
織
再
編
）
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
積
極
的
な
要
件
だ
と
考
え
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
不
当
な

目
的
に
よ
る
（
あ
る
い
は
、
濫
用
的
な
）
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
に
は
差
止
事
由）
₆₅
（

お
よ
び
無
効
原
因
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
に
、
無
理
は
な

い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
上
場
会
社
の
場
合
だ
け
を
特
別
に
扱
う
必
要
も
な
い
。

　

不
当
な
目
的
に
よ
る
（
濫
用
的
な
）
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
に
差
止
事
由
・
無
効
原
因
が
あ
る
と
い
う
主
張
に
対
し
て
は
、﹁
対
価
が
相

当
で
あ
る
の
に
目
的
が
不
当
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
が
存
在
す
る
の
か
﹂
と
い
っ
た
疑
問
が
呈
さ
れ
る
場
合
が
あ
る）
₆₆
（

。
ま
た
、
全
部
取
得

条
項
付
種
類
株
式
の
取
得
決
議
の
取
消
し
が
求
め
ら
れ
た
事
案
と
し
て
、
東
京
地
判
平
成
二
二
年
九
月
六
日
判
タ
一
三
三
四
号
一
一
七
頁
が

あ
る
。
同
判
決
は
、
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
を
取
得
す
る
株
主
総
会
決
議
に
つ
い
て
会
社
法
八
三
一
条
一
項
三
号
の
取
消
事
由
が
あ
る



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
七
巻
六
号�

一
三
四

特
別
支
配
株
主
の
株
式
等
売
渡
請
求

二
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と
い
う
た
め
に
は
、
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
に
関
す
る
会
社
法
の
規
定
が
、﹁
多
数
決
に
よ
り
公
正
な
対
価
を
も
っ
て
株
主
資
格
を
失

わ
せ
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
単
に
会
社
側
に
少
数
株
主
を
排
除
す
る
目
的
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
足
り
ず
﹂、﹁
少

な
く
と
も
、
少
数
株
主
に
交
付
さ
れ
る
予
定
の
金
員
が
、
対
象
会
社
の
株
式
の
公
正
な
価
格
に
比
し
て
著
し
く
低
廉
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と

す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
﹂
と
す
る
。
し
か
し
、以
上
の
よ
う
な
疑
問
に
対
し
て
、﹁
対
価
が
相
当
で
あ
る
の
に
目
的
が
不
当
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

ア
ウ
ト
が
存
在
す
る
﹂
と
い
う
こ
と
を
、
積
極
的
に
論
証
し
て
応
答
す
る
必
要
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
も
存
在
す
る

可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
応
答
で
、
十
分
な
は
ず
で
あ
る
。

　

結
局
、
具
体
的
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
の
事
例
が
不
当
な
目
的
に
よ
る
（
濫
用
的
な
）
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
、

ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
、
最
終
的
に
は
裁
判
所
に
よ
っ
て
、
判
断
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、﹁
取
引
の
安
全
や
予
見

可
能
性
の
面
で
実
用
に
耐
え
る
規
範
﹂
を
提
示
で
き
て
い
な
い
と
い
っ
た
批
判
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い）
₆₇
（

。
し
か
し
、
従
来
か
ら
﹁
正
当
な
事

業
目
的
﹂
を
要
求
す
る
解
釈
は
存
在
し
た
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
の
予
測
可
能
性
が
害
さ
れ
、
行
わ
れ
る
べ
き

取
引
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
状
態
に
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
法
律
問
題
に
つ
い
て
完
全
な
予
測
可
能
性
を
確
保
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
り
、
こ
の
程
度
の
法
的
不
安
定
性
は
甘
受
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

全
般
的
に
、
株
式
等
売
渡
請
求
で
は
、
無
効
原
因
は
広
め
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
法
制
審
議
会
会
社
法
制
部
会
で
も
議
論
さ
れ
た
よ

う
に
、
株
式
等
売
渡
請
求
の
場
合
、
株
式
の
発
行
に
比
べ
て
、
株
式
の
取
引
の
安
全
を
考
慮
す
る
必
要
性
は
、
低
い
と
い
え
る
。
組
織
再
編

の
よ
う
に
、
移
転
し
た
財
産
関
係
を
前
提
に
、
法
律
関
係
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
な
い）
₆₈
（

。
ま
た
、
対
価
で
あ
る
金
銭
の
支
払
い
の
不

履
行
、
著
し
く
不
当
な
対
価
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
、
濫
用
的
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
と
い
っ
た
も
の
は
、
抑
止
す
べ
き
も
の
で

あ
る
が
、
対
象
会
社
の
取
締
役
の
義
務
お
よ
び
責
任
や
差
止
請
求
に
過
大
な
期
待
を
す
べ
き
で
は
な
い
。
四
３
に
述
べ
た
よ
う
に
取
締
役
の

実
際
の
責
任
基
準
は
厳
し
く
な
く
、
差
止
請
求
権
を
前
提
に
し
た
仮
処
分
で
は
、
十
分
な
審
理
が
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い）
₆₉
（

。
そ
も
そ
も
、
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株
式
等
売
渡
請
求
制
度
は
、
二
３
に
述
べ
た
よ
う
に
、
濫
用
の
懸
念
も
認
識
さ
れ
な
が
ら
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
が
適
正
に
行
わ
れ
る
こ

と
を
確
保
す
る
た
め
の
仕
組
み
が
ビ
ル
ト
・
イ
ン
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
、
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

３　

対
価
不
払
い
に
よ
る
個
別
の
解
除

　

対
価
の
不
払
い
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
理
由
と
し
て
、
特
別
支
配
株
主
と
売
渡
株
主
等
の
間
の
個
別
の
売
買
契
約
を
解
除
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
か
が
争
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
認
め
る
見
解
は
、
無
効
の
訴
え
が
認
め
ら
れ
て
い
る
行
為
に
よ
る
個
別
の
権
利
関
係
の
変

動
に
つ
い
て
、
無
効
の
訴
え
に
よ
ら
ず
に
効
力
を
争
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
す
る）
₇₀
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
個
別
の
解
除
は
認
め
ら
れ
な
い
と

す
る
見
解
は
、
こ
れ
を
認
め
れ
ば
、
完
全
子
会
社
化
と
い
う
制
度
目
的
を
阻
害
す
る
と
い
う
こ
と
を
根
拠
と
す
る）
₇₁
（

。
し
か
し
、
個
別
の
解
除

を
許
さ
な
い
理
由
は
、
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
債
務
を
完
全
に
履
行
し
な
い
特
別
支
配
株
主
に
、
制
度
の
便
益
を
得
さ
せ
る
必
要
は
、
な

い
は
ず
で
あ
ろ
う）
₇₂
（

。

七
　
要
件
を
充
た
す
た
め
の
第
三
者
割
当
増
資
等

　

特
別
支
配
株
主
の
要
件
の
充
足
方
法
や
充
足
時
期
に
つ
い
て
、
会
社
法
上
は
、
制
限
が
な
い
。
し
か
し
、
会
社
法
の
ル
ー
ル
は
、
議
決
権

の
九
〇
％
以
上
を
有
し
て
い
て
、
は
じ
め
て
株
主
総
会
決
議
を
経
な
い
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
議
決
権
の

九
〇
％
以
上
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
者
は
、
株
主
総
会
決
議
を
経
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
（
組
織
再
編
、
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
の

取
得
、
株
式
の
併
合
）
を
用
い
る
し
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
開
催
す
る
株
主
総
会
の
結
果
が
最
初
か
ら
明
ら
か
で
あ
っ
て
も
、
議

決
権
の
九
〇
％
を
獲
得
し
な
い
限
り
、
時
間
的
・
金
銭
的
費
用
が
か
か
ろ
う
が
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
の
た
め
に
は
株
主
総
会
決
議
を
経
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さ
せ
る
と
い
う
の
が
、
会
社
法
の
立
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
会
社
法
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
総
会
決
議
を
要
求
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
の
決
議
の
取
消
し
の
可
能
性
、
そ
し
て
、
そ
れ

に
よ
っ
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
の
効
力
を
否
定
す
る
可
能
性
を
残
す
た
め
に
、
そ
う
な
っ
て
い
る
と
い
う
説
明
が
さ
れ
る）
₇₃
（

。
ま
た
、
①
キ

ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
の
た
め
に
株
主
総
会
決
議
を
経
さ
せ
る
こ
と
自
体
に
、
金
銭
的
な
も
の
に
尽
き
な
い
何
ら
か
の
意
味
が
あ
り
、
②
他
方

で
、
株
主
総
会
の
開
催
に
か
か
る
費
用
の
削
減
等
の
要
請
も
あ
る
た
め
、
①
②
の
調
整
点
と
し
て
、
数
値
自
体
に
合
理
的
な
根
拠
は
な
い
に

せ
よ
、
三
分
の
二
よ
り
は
大
き
い
数
字
と
し
て
、
九
〇
％
と
い
う
数
字
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
九
〇
％
の
要
件
を
充
た
す
た
め
の
、
株
主
総
会
決
議
を
経
な
い
募
集
株
式
の
発
行
等
に
つ
い
て
は
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
評
価
を
与
え
る
べ
き
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
そ
の
よ
う
な
募
集
株
式
の
発
行
等
が
、
不
公
正
発
行
（
会

社
二
一
〇
条
二
号
）
と
し
て
差
止
め
の
対
象
に
な
る
可
能
性
を
認
め
る
と
い
っ
た
解
釈
を
す
る
こ
と
に
な
る）
₇₄
（

。
こ
の
場
合
、
募
集
株
式
の
発

行
等
の
時
期
と
株
式
等
売
渡
請
求
の
時
期
と
の
間
隔
が
ど
れ
ぐ
ら
い
接
近
し
て
い
れ
ば
そ
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
が
あ
る

が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
考
え
る
ほ
か
な
い
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
自
体
は
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
否
定
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
。

　

以
上
の
問
題
と
の
関
連
で
具
体
的
に
議
論
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
ト
ッ
プ
・
ア
ッ
プ
・
オ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
二
段
階
買

収
に
お
い
て
、
第
一
段
階
の
公
開
買
付
け
に
よ
っ
て
議
決
権
の
九
〇
％
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
場
合
の
た
め
に
、
対
象
会
社
か
ら
新
株
発
行

等
に
よ
り
不
足
分
を
取
得
す
る
権
利
を
、
あ
ら
か
じ
め
買
収
者
に
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
総
会
決
議
の
省
略
を
認
め
た
と

し
て
も
、
売
渡
株
主
等
の
救
済
に
不
足
は
な
く
、
ト
ッ
プ
・
ア
ッ
プ
・
オ
プ
シ
ョ
ン
を
脱
法
だ
と
す
る
必
要
は
な
い
と
す
る
見
解
が
主
張
さ

れ
て
い
る）
₇₅
（

。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
見
解
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
救
済
に
不
足
が
な
い
と
い
え
る
か
と
い
う
こ
と
を
指
摘
で
き
る）
₇₆
（

。
ま
た
、
す
で
に
述
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べ
た
と
お
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
を
行
う
者
が
有
す
る
議
決
権
の
割
合
が
三
分
の
二
以
上
九
〇
％
未
満
で
あ
る
場
合
に
は
、
株
主
総
会

決
議
を
経
た
と
し
て
も
結
論
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
株
主
総
会
決
議
を
要
求
す
る
と
い
う
の
が
、
会
社

法
の
ル
ー
ル
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
等
の
場
合
と
株
式
等
売
渡
請
求
の
場
合
と
で
救
済
に
変
わ
り

が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
論
理
的
に
、
株
主
総
会
決
議
を
経
さ
せ
な
く
て
も
よ
い
と
考
え
る
根
拠
に
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
ろ
う
。

八
　
お
わ
り
に

　

会
社
法
に
新
し
い
制
度
が
設
け
ら
れ
た
場
合
、
一
般
的
に
い
え
ば
、
そ
の
制
度
が
な
る
べ
く
円
滑
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
そ
の
制

度
を
利
用
し
た
行
為
の
効
力
が
事
後
的
に
覆
る
こ
と
が
な
る
べ
く
な
い
よ
う
に
、
会
社
法
の
規
定
を
解
釈
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
特
別
支
配
株
主
の
株
式
等
売
渡
請
求
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
導
入
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
で
、
す
で
に
制
度
の
濫
用

の
可
能
性
に
つ
い
て
懸
念
が
表
明
さ
れ
て
い
た
。
同
制
度
に
関
す
る
会
社
法
の
規
定
の
解
釈
に
お
い
て
も
そ
の
こ
と
が
十
分
に
考
慮
さ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
、
少
数
株
主
が
株
式
等
売
渡
請
求
に
つ
い
て
事
後
的
に
争
い
、
そ
の
無
効
を
主
張
す
る
可
能
性
が
、
広
範
に
確

保
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
1
）　

会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
六
年
法
律
第
九
〇
号
）。

（
2
）　

坂
本
三
郎
編
著
﹃
立
案
担
当
者
に
よ
る
平
成
二
六
年
改
正
会
社
法
の
解
説
﹄
別
冊
商
事
法
務
三
九
三
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
八
一
頁
。

（
3
）　

藤
縄
憲
一
﹁
企
業
再
編
に
お
け
る
実
務
上
の
課
題
と
取
組
み
（
下
）﹂
商
事
法
務
一
六
五
六
号
（
二
〇
〇
三
年
）
七
九
頁
。

（
4
）　

藤
縄
・
前
掲
注
（
3
）
八
四
頁
注
一
八
。

（
5
）　

平
成
一
一
年
法
律
第
一
二
五
号
。



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
七
巻
六
号�

一
三
八

特
別
支
配
株
主
の
株
式
等
売
渡
請
求

二
七
一
四

（
6
）　

平
成
一
三
年
法
律
第
七
九
号
。

（
7
）　

谷
川
達
也
＝
福
沢
美
穂
子
﹁
産
業
再
生
法
を
利
用
し
た
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
実
務
﹂
商
事
法
務
一
六
七
六
号
（
二
〇
〇
三
年
）
二
四
頁
以
下
。

（
8
）　

太
田
洋
﹁
わ
が
国
に
お
け
る
Ｍ
Ｂ
Ｏ
の
実
務
と
課
題
﹂
井
口
武
雄
＝
落
合
誠
一
監
修
、
日
本
取
締
役
協
会
編
著
﹃
経
営
判
断
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
︱
取
締
役
の
グ
ッ
ド
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
実
践
︱
﹄（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
八
年
）
八
八
頁
。

（
9
）　

太
田
洋
＝
野
田
昌
毅
﹁
株
式
交
換
・
株
式
移
転
税
制
の
抜
本
改
正
と
Ｍ
＆
Ａ
実
務
へ
の
影
響
﹂
商
事
法
務
一
七
七
八
号
（
二
〇
〇
六
年
）
三
七
頁
以
下
、
太
田
・
前
掲
注

（
8
）
九
二
頁
以
下
。

（
10
）　

た
と
え
ば
、
大
隅
健
一
郎
＝
今
井
宏
﹃
会
社
法
論
（
下
Ⅱ
）﹄（
有
斐
閣
、
一
九
九
一
年
）
一
一
〇
頁
。
も
っ
と
も
、
会
社
法
制
定
以
前
に
も
、
交
付
金
合
併
等
が
認
め
ら
れ

る
と
す
る
見
解
が
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
議
論
に
つ
い
て
、
中
東
正
文
﹁
企
業
組
織
再
編
法
制
の
整
備
﹂
商
事
法
務
一
六
七
一
号
（
二
〇
〇
三
年
）
二
〇
頁

以
下
参
照
。

（
11
）　

内
間
裕
＝
野
田
昌
毅
﹁
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
法
的
手
法
と
留
意
点
﹂
商
事
法
務
一
六
七
五
号
（
二
〇
〇
三
年
）
八
三
頁
。

（
12
）　

原
田
晃
治
﹁
株
式
交
換
等
に
係
る
平
成
一
一
年
改
正
商
法
の
解
説
（
上
）﹂
商
事
法
務
一
五
三
六
号
（
一
九
九
九
年
）
九
頁
以
下
。

（
13
）　

原
田
・
前
掲
注
（
12
）
五
頁
。

（
14
）　

藤
縄
・
前
掲
注
（
3
）
八
〇
頁
。

（
15
）　

若
月
一
泰
﹁
産
業
活
力
再
生
法
の
改
正
の
概
要
︱
商
法
特
例
の
拡
充
に
よ
る
企
業
再
編
の
円
滑
化
︱
﹂
商
事
法
務
一
六
六
一
号
（
二
〇
〇
三
年
）
四
頁
以
下
。

（
16
）　

若
月
・
前
掲
注
（
15
）
九
頁
。

（
17
）　

相
澤
哲
編
著
﹃
立
案
担
当
者
に
よ
る
新
・
会
社
法
の
解
説
﹄
別
冊
商
事
法
務
二
九
五
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
八
四
頁
以
下
。

（
18
）　

中
東
・
前
掲
注
（
10
）
二
〇
頁
以
下
、藤
田
友
敬
﹁
企
業
再
編
対
価
の
柔
軟
化
・
子
会
社
の
定
義
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
六
七
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
〇
四
頁
以
下
、田
中
亘
﹁
組

織
再
編
と
対
価
柔
軟
化
﹂
法
学
教
室
三
〇
四
号
（
二
〇
〇
六
年
）
七
七
頁
以
下
。

（
19
）　

田
中
・
前
掲
注
（
18
）
七
七
頁
以
下
。

（
20
）　
﹁
会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
試
案
﹂（
二
〇
〇
四
年
）
第
四
部
第
七
の
３
（
注
４
）。

（
21
）　

江
頭
憲
治
郎
﹁﹃
会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
案
﹄
の
解
説
（
Ⅶ
）﹂
商
事
法
務
一
七
二
八
号
（
二
〇
〇
五
年
）
一
三
頁
。

（
22
）　

藤
田
友
敬
﹁
組
織
再
編
﹂
商
事
法
務
一
七
七
五
号
（
二
〇
〇
六
年
）
五
七
頁
参
照
。

（
23
）　

江
頭
憲
治
郎
﹃
株
式
会
社
法
︹
第
六
版
︺﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
一
五
年
）
一
五
八
頁
。
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）

特
別
支
配
株
主
の
株
式
等
売
渡
請
求

同
志
社
法
学　

六
七
巻
六
号�

一
三
九

二
七
一
五

（
24
）　
﹁
会
社
法
制
の
見
直
し
に
関
す
る
中
間
試
案
の
補
足
説
明
﹂
第
二
部
第
三
の
１
（
1
）、
坂
本
編
著
・
前
掲
注
（
2
）
一
八
一
頁
。

（
25
）　

坂
本
編
著
・
前
掲
注
（
2
）
一
八
二
頁
。

（
26
）　

法
制
審
議
会
会
社
法
制
部
会
第
一
八
回
会
議
議
事
録
二
頁
［
前
田
委
員
発
言
］、
同
第
二
〇
回
会
議
議
事
録
五
〇
頁
以
下
［
坂
本
幹
事
発
言
］。

（
27
）　

岩
原
紳
作
﹁﹃
会
社
法
制
の
見
直
し
に
関
す
る
要
綱
案
﹄
の
解
説
（
Ⅳ
）﹂
商
事
法
務
一
九
七
八
号
（
二
〇
一
二
年
）
四
五
頁
。

（
28
）　

内
田
修
平
＝
李
政
潤
﹁
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
に
関
す
る
規
律
の
見
直
し
﹂
商
事
法
務
二
〇
六
一
号
（
二
〇
一
五
年
）
二
七
頁
。

（
29
）　

内
田
修
平
﹁
平
成
二
六
年
会
社
法
改
正
が
Ｍ
＆
Ａ
法
制
に
与
え
る
示
唆
（
上
）﹂
商
事
法
務
二
〇
五
二
号
（
二
〇
一
四
年
）
二
一
頁
、
内
田
＝
李
・
前
掲
注
（
28
）
二
四
頁

以
下
。

（
30
）　

国
産
電
機
株
式
会
社﹁
マ
ー
レ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
に
よ
る
当
社
株
主
に
対
す
る
株
式
等
売
渡
請
求
の
承
認
に
関
す
る
お
知
ら
せ
﹂（
二
〇
一
五
年
六
月
二
四
日
）一
頁（http://

w
w

w
.kokusandenki.co.jp/ir/disclosure/2015/h27_0624_happyo_01.pdf　

最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
一
五
年
七
月
三
一
日
）、株
式
会
社
Ｐ
＆
Ｐ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス﹁
テ

ン
プ
ス
タ
ッ
フ
株
式
会
社
に
よ
る
当
社
株
式
に
係
る
株
式
売
渡
請
求
を
行
う
こ
と
の
決
定
、
当
該
株
式
売
渡
請
求
に
係
る
承
認
及
び
当
社
株
式
の
上
場
廃
止
に
関
す
る
お
知
ら

せ
﹂（
二
〇
一
五
年
六
月
三
〇
日
）
一
頁
（http://pdf.irpocket.com

/C6068/yZ
lC

/JcC6/v9M
6.pdf　

最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
一
五
年
七
月
三
一
日
）
参
照
。

（
31
）　

取
得
日
の
二
〇
日
前
ま
で
に
対
象
会
社
に
よ
る
承
認
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
売
渡
株
主
等
へ
の
通
知
ま
た
は
公
告
の
手
続
を
適
法
に
履
践
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
柴
田
寛

子
﹁
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
︱
株
式
等
売
渡
請
求
の
検
討
︱
﹂
商
事
法
務
一
九
八
一
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
八
頁
は
、﹁
不
承
認
と
同
じ
効
果
が
生
じ
る
﹂
と
す
る
）。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
通
知
ま
た
は
公
告
を
行
い
、
株
式
等
売
渡
請
求
の
そ
の
後
の
手
続
を
踏
ん
だ
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
株
式
等
売
渡
請
求
に
は
差
止
事
由
が
あ
り
（
会
社
一
七

九
条
の
七
第
一
項
一
号
）、
無
効
原
因
が
あ
る
（
江
頭
・
前
掲
注
（
23
）
二
八
二
頁
注
二
）
こ
と
に
な
る
。
取
得
日
の
延
期
が
許
容
さ
れ
な
い
と
考
え
る
必
要
は
な
い
が
、
そ

の
よ
う
な
変
更
に
つ
い
て
も
対
象
会
社
の
承
認
は
必
要
で
あ
り
、
承
認
を
行
う
際
に
対
象
会
社
の
取
締
役
（
会
）
は
、
売
渡
株
主
等
の
利
益
を
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

柴
田
・
前
掲
論
文
二
四
頁
。

（
32
）　

上
場
会
社
に
お
け
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
を
念
頭
に
置
い
た
記
述
と
思
わ
れ
る
が
、
柴
田
・
前
掲
注
（
31
）
一
六
頁
。

（
33
）　

坂
本
編
著
・
前
掲
注
（
2
）
一
八
六
頁
以
下
。

（
34
）　

内
田
修
平
﹁
平
成
二
六
年
会
社
法
改
正
が
Ｍ
＆
Ａ
法
制
に
与
え
る
示
唆
（
下
）﹂
商
事
法
務
二
〇
五
三
号
（
二
〇
一
四
年
）
一
五
頁
以
下
、
飯
田
秀
総
﹁
特
別
支
配
株
主
の

株
式
等
売
渡
請
求
﹂
神
田
秀
樹
編
﹃
論
点
詳
解
平
成
二
六
年
改
正
会
社
法
﹄（
商
事
法
務
、
二
〇
一
五
年
）
一
五
〇
頁
以
下
。

（
35
）　

会
社
法
の
ル
ー
ル
に
は
、た
と
え
ば
、反
対
株
主
が
会
社
に
対
し
て
自
己
の
有
す
る
株
式
を
公
正
な
価
格
で
買
い
取
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
株
式
買
取
請
求
権
。

会
社
七
八
五
条
等
）
な
ど
、
Ｍ
＆
Ａ
に
お
い
て
会
社
と
は
切
り
離
さ
れ
た
株
主
の
利
益
へ
の
配
慮
（
対
価
の
公
正
性
）
を
命
じ
る
規
律
が
存
在
す
る
。
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）

同
志
社
法
学　

六
七
巻
六
号�

一
四
〇

特
別
支
配
株
主
の
株
式
等
売
渡
請
求

二
七
一
六

（
36
）　

内
田
・
前
掲
注
（
34
）
二
三
頁
注
二
九
。

（
37
）　

柴
田
・
前
掲
注
（
31
）
一
八
頁
は
、
取
締
役
が
必
要
な
審
議
・
検
討
を
懈
怠
し
て
取
得
日
の
二
〇
日
前
（
会
社
一
七
九
条
の
四
第
一
項
）
を
徒
過
し
た
場
合
に
つ
い
て
、﹁
取

締
役
は
、
⋮
売
渡
株
主
等
（
売
買
価
格
が
売
渡
株
主
等
に
有
利
で
あ
る
場
合
）
に
対
し
て
善
管
注
意
義
務
違
反
の
責
任
⋮
を
負
う
の
か
等
の
問
題
が
生
じ
る
﹂
と
す
る
。

（
38
）　

以
上
に
つ
い
て
、
坂
本
編
著
・
前
掲
注
（
2
）
一
八
七
頁
。

（
39
）　

坂
本
三
郎
ほ
か
編
著
﹃
平
成
二
六
年
改
正
会
社
法
関
係
法
務
省
令
の
解
説
﹄
別
冊
商
事
法
務
三
九
七
号
（
二
〇
一
五
年
）
三
六
頁
以
下
。

（
40
）　

坂
本
編
著
・
前
掲
注
（
2
）
一
八
七
頁
。

（
41
）　

坂
本
編
著
・
前
掲
注
（
2
）
一
八
七
頁
。

（
42
）　

飯
田
・
前
掲
注
（
34
）
一
五
六
頁
、
内
田
・
前
掲
注
（
34
）
一
八
頁
。

（
43
）　

吉
原
和
志
﹁
取
締
役
の
経
営
判
断
と
株
主
代
表
訴
訟
﹂
小
林
秀
之
＝
近
藤
光
男
編
﹃
新
版
株
主
代
表
訴
訟
大
系
﹄（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
二
年
）
一
〇
九
頁
。

（
44
）　

伊
藤
靖
史
﹁
会
社
の
結
合
・
分
割
手
法
と
株
主
総
会
決
議
（
二
・
完
）
︱
決
議
を
要
求
す
べ
き
範
囲
と
根
拠
に
つ
い
て
の
考
察
︱
﹂
民
商
法
雑
誌
一
二
三
巻
六
号
（
二
〇
〇

一
年
）
八
七
一
頁
参
照
。

（
45
）　

全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
の
取
得
価
格
決
定
手
続
や
株
式
買
取
請
求
手
続
に
お
け
る
﹁
公
正
な
価
格
﹂
の
決
定
に
関
連
し
た
記
述
で
あ
る
が
、
白
井
正
和
﹁
利
益
相
反
回

避
措
置
と
し
て
の
第
三
者
委
員
会
の
有
効
性
の
評
価
基
準
﹂
岩
原
紳
作
ほ
か
編
集
代
表
﹃
会
社
・
金
融
・
法
（
下
）﹄（
商
事
法
務
、
二
〇
一
三
年
）
一
八
三
頁
以
下
。

（
46
）　

江
頭
・
前
掲
注
（
23
）
二
七
八
頁
注
二
。

（
47
）　

座
談
会
﹁
改
正
会
社
法
の
意
義
と
今
後
の
課
題
（
下
）﹂
商
事
法
務
二
〇
四
二
号
（
二
一
〇
四
年
）
一
三
頁
以
下
［
坂
本
三
郎
発
言
］。

（
48
）　

以
上
に
つ
い
て
、
座
談
会
・
前
掲
注
（
47
）
一
五
頁
以
下
［
仁
科
秀
隆
発
言
、
岩
原
紳
作
発
言
］、
内
田
・
前
掲
注
（
34
）
一
九
頁
。

（
49
）　

坂
本
編
著
・
前
掲
注
（
2
）
一
八
四
頁
注
一
一
〇
。

（
50
）　

坂
本
編
著
・
前
掲
注
（
2
）
一
九
〇
頁
。

（
51
）　

坂
本
編
著
・
前
掲
注
（
2
）
一
九
〇
頁
。

（
52
）　

岩
原
・
前
掲
注
（
27
）
四
七
頁
。

（
53
）　

田
中
亘
﹁
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
七
二
号
（
二
〇
一
四
年
）
四
三
頁
。

（
54
）　

中
東
正
文
﹁
組
織
再
編
等
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
七
二
号
（
二
〇
一
四
年
）
四
九
頁
。
こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
、よ
り
具
体
的
に
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、笠
原
武
朗
﹁
組

織
再
編
行
為
の
無
効
原
因
︱
差
止
規
定
の
新
設
を
踏
ま
え
て
﹂
落
合
古
稀
﹃
商
事
法
の
新
し
い
礎
石
﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
一
四
年
）
三
〇
九
頁
。
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特
別
支
配
株
主
の
株
式
等
売
渡
請
求

同
志
社
法
学　

六
七
巻
六
号�

一
四
一

二
七
一
七

（
55
）　

江
頭
・
前
掲
注
（
23
）
八
八
六
頁
注
一
参
照
。

（
56
）　

坂
本
編
著
・
前
掲
注
（
2
）
一
九
一
頁
。

（
57
）　

岩
原
・
前
掲
注
（
27
）
四
八
頁
、
坂
本
編
著
・
前
掲
注
（
2
）
一
九
一
頁
。

（
58
）　

江
頭
・
前
掲
注
（
23
）
二
八
二
頁
注
二
。

（
59
）　

岩
原
・
前
掲
注
（
27
）
四
七
頁
で
紹
介
さ
れ
る
見
解
。

（
60
）　

た
と
え
ば
、
福
島
洋
尚
﹁
特
別
支
配
株
主
の
株
式
等
売
渡
請
求
﹂
金
融
・
商
事
判
例
一
四
六
一
号
（
二
〇
一
五
年
）
七
四
頁
、
江
頭
・
前
掲
注
（
23
）
二
八
二
頁
注
二
、
伊

藤
靖
史
ほ
か
﹃
会
社
法
︹
第
三
版
︺﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
一
五
年
）
三
八
四
頁
［
田
中
亘
］。

（
61
）　

江
頭
・
前
掲
注
（
23
）
二
八
二
頁
注
二
、
伊
藤
ほ
か
・
前
掲
注
（
60
）
三
八
四
頁
［
田
中
亘
］。

（
62
）　

藤
田
・
前
掲
注
（
18
）
一
〇
九
頁
、
田
中
・
前
掲
注
（
18
）
八
一
頁
、
石
綿
学
﹁
会
社
法
と
組
織
再
編
︱
交
付
金
合
併
を
中
心
に
﹂
法
律
時
報
七
八
巻
五
号
（
二
〇
〇
六
年
）

六
四
頁
、
三
苫
裕
ほ
か
﹁
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
取
引
に
お
け
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
に
関
す
る
一
試
論
（
上
）﹂
金
融
・
商
事
判
例
一
四
〇
五
号
（
二
〇
一
二
年
）

八
頁
。

（
63
）　

江
頭
・
前
掲
注
（
23
）
二
八
一
頁
注
一
。

（
64
）　

石
綿
・
前
掲
注
（
62
）
六
四
頁
、
田
中
・
前
掲
注
（
53
）
四
四
頁
、
藤
田
・
前
掲
注
（
22
）
五
七
頁
。

（
65
）　

権
利
濫
用
（
民
一
条
三
項
）
と
し
て
、
会
社
法
一
七
九
条
の
七
第
一
項
一
号
の
﹁
法
令
に
違
反
す
る
場
合
﹂
に
あ
た
る
。
江
頭
・
前
掲
注
（
23
）
二
八
一
頁
注
一
。

（
66
）　

藤
田
・
前
掲
注
（
18
）
一
〇
九
頁
、
田
中
・
前
掲
注
（
18
）
八
一
頁
。

（
67
）　

三
苫
ほ
か
・
前
掲
注
（
62
）
八
頁
。

（
68
）　

坂
本
編
著
・
前
掲
注
（
2
）
一
八
八
頁
注
一
二
一
。

（
69
）　

江
頭
・
前
掲
注
（
23
）
二
八
二
頁
注
二
参
照
。

（
70
）　

坂
本
編
著
・
前
掲
注
（
2
）
一
八
八
頁
参
照
。

（
71
）　

江
頭
・
前
掲
注
（
23
）
二
八
〇
頁
注
七
。

（
72
）　

飯
田
・
前
掲
注
（
34
）
一
六
三
頁
参
照
。

（
73
）　

舩
津
浩
司
﹁
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
︱
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
・
株
式
併
合
︱
﹂
神
田
秀
樹
編
﹃
論
点
詳
解
平
成
二
六
年
改
正
会
社
法
﹄（
商
事
法
務
、
二
〇
一
五
年
）

一
七
五
頁
。
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同
志
社
法
学　

六
七
巻
六
号�

一
四
二

特
別
支
配
株
主
の
株
式
等
売
渡
請
求

二
七
一
八

（
74
）　

舩
津
・
前
掲
注
（
73
）
一
七
六
頁
注
一
九
。

（
75
）　

内
田
・
前
掲
注
（
29
）
二
三
頁
、
飯
田
・
前
掲
注
（
34
）
一
六
九
頁
。

（
76
）　

舩
津
・
前
掲
注
（
73
）
一
七
七
頁
注
二
〇
。


